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【方法】2011 年 9 月～2016 年 7 月の期間に股関節周囲の痛みを自覚され埼玉医科大学病院整
形外科を受診された 3788 例のうち，骨盤の 3DCT を施行したのは 992 例（26%）であった。こ
のうち年齢が 20-79 歳で，両股関節ともに手術歴がなく，進行した OA がなく，さらに評価しう
る画像が撮られていた 301 例 602 関節を本研究の対象とし，後方視的に評価した。 
寛骨臼縁における関節唇の全周性骨化の発生頻度，両側性の割合，疼痛の頻度を調査した。さ
らに対象を寛骨臼被覆によって 3 群（寛骨臼形成不全群：CE 角≦22°，正常群：CE 角 23-33°，
過剰被覆群：CＥ角≧34°）に分割し，各群の発生頻度に差があるかを調査した。 
【結果】全周性の関節唇骨化を認めたのは 6.0％（301 例中 18 例）で，89％（18 例中 16 例）
が両側発生であった。股関節痛を認めたのは，18％（34 関節中 6 関節）であった。寛骨臼被覆の
違いによる発生頻度は，寛骨臼形成不全群：5.3％ (odds ratio [OR], 1.02; 95% confidence interval 
[CI], 0.45-2.31; P=0.97)，正常群：5.3％，過剰被覆群：7.4％ (OR, 0.70; 95%CI, 0.28-1.73; P=0.44)
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